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福島第一原子力発電所の汚染水処理から発生する廃棄物をセメント等で低温固化処理する場合の基礎デー

タを取得する目的で、セメント及び AAM（アルカリ活性化材料）の試験体を作製し、照射試験を行った。

試験概要及び得られた結果の一部を紹介する。 

キーワード：γ線照射試験，G値，セメント固化，AAM固化，水素発生 

1. 緒言 

セメント固化は、経済性に優れ、低レベル放射性廃棄物に対して多くの処理実績を有するが、福島第一

事故廃棄物の中にはセメント固化に不適な性質を有するものも多いと見込まれている。Si-Al系粉体とアル

カリ水溶液の反応により固化組織を形成する AAM を用いた固化は、セメント固化と同様に低温固化技術

であることから、溶融固化等高温処理技術に比べ経済性に優れ、さらにセメント固化体とは異なる物理化

学的特性を有することが報告されている[1]。このため、セメント固化が不適な廃棄物に対して適用可能な

固化技術として、期待が持たれる。しかし、材料・配合が AAM 固化体の特性に及ぼす影響について未だ

不明な点が多いため、本研究では AAM 固化体自体の特性把握のため、廃棄物を混合せず、各種材料・配

合条件で作製したセメント及び AAM固化体を対象とし、γ線照射試験を行った。 

2. 実験 

施工性が確保可能な材料・配合範囲でメタカオリンと高炉

スラグの混合割合を変化させ、AAM固化体（M、MB20、MB40）

および、比較用のセメント固化体（OPC）を作製した。それ

らを密閉可能な SUS製容器に入れ、γ線照射試験を行った。 

3. 結果 

水素ガスの発生量は図 1 に示す通り、積算線量の増加に従

い、増加する傾向がみられた。G 値と自由水量が比例すると

いう報告例もあるが、本試験においては明確な関係は見いだ

せず、0.02～0.37 の間でばらついた値となった。一部の AAM 固化体では、OPC と比較して自由水量が多

いながらも、小さい G値となるものもあった。 
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